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地

球

上

の
石

油
資

源

の
産
出

が

ピ

ー
ク
を
過

ぎ
、

い
ま

、
石

油
産
出

国
を

除
く

世
界

各
国

が
・

い
か

に
し

て

石
油

な

ど

エ
ネ

ル
ギ

ー
資

源

を
獲

得
す

る
か
、

な
り

ふ
り

構
わ

ぬ
争
奪

戦

を
演
じ

て
お

り
ま

す
。

そ
う
し

た
中
、

石
炭

も

掘
り

尽

く
し

石
油

の
埋
蔵

も
な

い
日
本

が
、

今
後

、

い
か

に
し

て
、

国
民

に
必

要
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
確

保
し

て
ゆ
く

か

は
、

ま

さ

に
国

家
存

亡

の
急
務

で
あ

り
ま

す
。

日
本

も

ア

メ
リ

カ
も
、

す

で

に
、

石

油
だ

け

に
頼

ら
ず

、
水

力
発
電

・
原

子
力

発
電

・
天
然

ガ

ス
・
太
陽

電

池
、

風

力
発

電
、

バ

イ

オ

マ
ス
か

ら

の

ア
ル

コ
ー
ル
化
燃

料
な

ど
、
各

種

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
総
合

し

て
取
り

組

ん

で
お
可

ま

す
が

、
な

お
、

わ

が
国

の
向
後

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
需
要

を
満

た
す
た

め

に
は
、

常

に
新

し

い
強

力

で
効

率

の
よ

い

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

開
発

し

て
ゆ

く

こ
と
が
、

不
可
欠

で
あ
り
ま

す
。

そ
う

し

た
観
点

か

ら
、

わ

が
国

エ
ネ

ル
ギ

ー
問
題

の
権
威

で
あ

る
芦

田
譲
京

都

大
学

大
学
院

教
授

に
、

こ

の

国
家

的

課
題

の
解

説

を

い
た
だ

き
、

一
同

に

て
考
え

た

い
と
思

い
ま
す

。
重

要
課

題
、

奮

っ
て
の
御

参
加

を
！

一

（清
原

記
）

▽

当

日
の
会

費

四
千

円

（昼

食

の
準
備

も
あ

り
、

前

日
ま

で

に
出
欠

の
御
連

絡

を

い
た
だ
き

た
く

）

、

口

御

報
告

新

年

一
月

十

一
日

は
、

要 冒を
請頭 囲

恒

例

に
よ
り

姉
妹

団
体

「時
代

を
刷
新

す

る
会

」
と
共
催

で
、

「塩

川

正
十
郎
会

長

ん

で

の
新
年

懇
親

会

」
を
、

都
市

セ

ン
タ

ー
ホ

テ
ル

・
オ

リ
オ

ン
ホ

ー
ル

に
て
、
開
催

い
た
し
ま

し
た

。

、

清
原

専
務

理
事

よ
り

、
昨

年
冬

の
臨
時

国
会

に
お

い
て
、

当
団
体

が

平
成
十

二
年

こ
ろ
よ
り
、

政
府

へ

書

を
提

出

し
、
働

き

か
け

て

い
た

「教
育

基
本

法
改

正

」
と

「防
衛

庁

の
省

へ
昇
格

」
が
実

現
し

た

こ
と

〔左
頁

へ
〕

な

ど

可
報

告

が
あ

り
、

出
席

者

も
揃

っ
た

と

こ
ろ

で
、

塩

川
正
十
郎

会
長

よ
り

、

『近
年

の
政
治

・
経
済

・
社

会
情

況

に

つ
い

て
』
と

題
し

て
、

年
頭

講
話

が
あ

り
ま

し
た

。

そ

可
内

容

は
、
国

政

全
般

、

す
な

わ
ち
、

政
治

・
経

済

・
教

育

・
外
交

・
安

全
保
障

、

近
年

の
社
会

事
象

な

娑
畏
罐
離
．蒜
㌶
駝
舗
麟
騨
纏
翌
籠
竪
㌃端ガ
璃
設
騨
鵠
詩
難

新

た

に

い
た
し

ま
し

た
。

そ

の
後

、
江

口

一
雄
常

任

理
事

の
音

頭

で
乾
杯

。
会

員
か

ら

い
ろ

い
ろ
御
発

言
も

あ

り
、

ま

こ
と

に
和

や
か

な
新

年
懇
親

会

で
あ

り
ま

し
た
。

（添

付

の

「写

真
報
告

」
参

照
）

▽

当

一
（財
）
協
和
協
会
は
、

「各
界

の
志
あ
る
指
導
者

・
経
験
者
が
、
党
派

・
利
害

・
打
算
を
超
え
て
、
真

に

国
家
的
見
地
か
ら
、
我
が
国
立
国

の
基
礎
を
な
す
諸
課
題
を
検
討
し

て
、
世

の
中

に
貢
献
し
よ
う

」
と

の
趣
旨

に
て
↓
昭
和
四
十
九
年
、
岸
信
介
元
総
理
に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
た
財
団
。
第

二
代
会
長
は
福

田
赴
夫
元
総
理
。

第

三
代
会
長
は
櫻
内
義
雄
元
衆
議
院
議
長
、
そ
し

て
、
平
成
十
五
年
十
月
七

日
、
塩
川
正
十
郎
元
財
務
大
臣
が

会
長

に
就
任
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
十
四
年
夏
か
ら
、
理
事
長

に
、
半
田
晴
久
が
就
任
し

て
お
り
ま
す
。

　

会

項
は
、

政

．
財

．
官

．
学

．
民
各

界

の
有

志

が
バ

ラ

ン

ス
よ
く
集

ま

っ
て

い
ま
す

。
国

会
議

員

・
同
秘

書

は
随

時
参

加

自
由

。

こ
の
月
例

講
話

会

の
ほ
か
、

内
部

に
は
、
十

五

ほ
ど

の
専
門

的

な
部
会

・
委

員
会

が
あ

り
、

　

こ
れ

ま

で

に
、
政

府

へ
提

出
し

た
意

見
書

・
要
請
書

は
、

百

二
十

四

本

に
達

し

て
お
り

ま
す

。
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専
務
理
事
兼
事
務
局
長

・
清
原
淳
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重

田
、
新
堀
、
高
津

 

◎

添

付

の

ハ
ガ
キ

、
ま

た

は
、

F

A
X

に

て
、

前

日
ま

で

に
、

頭
記
月

例
会

へ
の
御

返

信
を

い
た
だ

き

た
く

。
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事
務

局

F
A

X

（
0
3
）

3

5

0
7
1

8
5

8
7

御
芳
名

貴
方
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の
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号

 

〇

二
片

二
十
日

（
火
）

出

欠

（
い
ず
れ
か
に
○
印
－

昼
食
弁
当
を
用
意
す
る
た
め

に
も
）


